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第1回 第1回 
定
例
会 
定
例
会 

　平成22年第１回定例会が、

２月22日～３月１日まで開催され、

当初予算などの議案が審議さ

れました。結果は次のとおりです。 

会 期 日 程  

●2月22日（月） 
　　本会議［第1日］ 
●2月23日（火） 
　　総務文教常任委員会 
●2月24日（水） 
　　厚生常任委員会 
●2月25日（木） 
　　産業建設常任委員会 
●2月26日（金） 
　　予備日 
●3月1日（月） 
　　本会議［第2日］ 
●3月2日（火） 
　　本会議［第3日］ 
●3月3日（水） 
　　本会議［第4日］ 
※日程が繰り上がり、3月1
　日に閉会しました。 

福智町議会だより vol.11

                     

   　
議
案
第
１
号
、発
議
第
１
号
・
第
２
号
は
２
月
２２
日
に
原
案

承
認
・
選
任
・
決
議
を
行
い
、
そ
れ
以
外
の
議
案
等
に
つ
い
て

は
、３
月
１
日
に
原
案
可
決
・
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
 

 議
案
第
１
号
　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
福
智
町
長
及
び
副
町
長
の
給
料
の
減
額
に
関
す
る
条
例
の

制
定
） 

　
田
川
地
区
清
掃
施
設
組
合
施
設
２
課
に
お
け
る
競
争
入
札
妨

害
事
件
に
関
し
、管
理
監
督
者
と
し
て
反
省
の
意
を
表
す
た
め
、

町
長
と
副
町
長
の
給
料
減
額
が
専
決
処
分
さ
れ
、こ
れ
を
議
会
で

承
認
し
ま
し
た
。
 

 議
案
第
２
号
　
福
智
町
暴
力
団
排
除
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
 

　
福
岡
県
暴
力
団
排
除
条
例
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、県
か

ら
排
除
さ
れ
た
暴
力
団
を
、市
町
村
の
事
務
及
び
事
業
か
ら
も
排

除
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、福
岡
県
下
の
市
町
村
が
一
斉
に
条
例

を
制
定
し
ま
し
た
。
 

 議
案
第
３
号
　
福
智
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
 

　
町
営
住
宅
建
替
に
よ
る
住
宅
戸
数
及
び
面
積
の
変
更
に
伴
い
、

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。
 

 議
案
第
４
号
　
福
岡
県
市
町
村
災
害
共
済
基
金
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
減
に
つ
い
て
 

 議
案
第
５
号
　
福
岡
県
自
治
振
興
組
合
を
組
織
す
る
地
方

公
共
団
体
の
数
の
増
減
に
つ
い
て
 

　
議
案
第
４
号
・
５
号
は
、前
原
市
・
二
丈
町
・
志
摩
町
が
合
併
し

糸
島
市
と
な
り
、黒
木
町
・
立
花
町
・
矢
部
村
・
星
野
村
が
八
女
市

に
編
入
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
が

増
減
し
ま
し
た
。
 

 議
案
第
６
号
　
福
岡
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
福
岡
県
市
町
村
職

員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
 

　
小
郡
市
・
筑
前
町
衛
生
施
設
組
合
が
解
散
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、規
約
を
変
更
し
ま
し
た
。
 

 議
案
第
７
号
　
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
規
約
の
変
更

に
つ
い
て
 

　
介
護
保
険
業
務
の
集
約
化
に
よ
る
経
費
の
削
減
及
び
支
部
の

再
編
を
行
う
こ
と
に
伴
い
、規
約
を
変
更
し
ま
し
た
。
 

 議
案
第
８
号
　
平
成
２１
年
度
福
智
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

５
号
）に
つ
い
て
 

　
予
算
の
総
額
に
２
億
８
１
３
５
万
５
千
円
を
追
加
し
、予
算
の
総

額
が
１
６
８
億
６
２
０
４
万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
 

 議
案
第
９
号
　
平
成
２１
年
度
福
智
町
同
和
地
区
住
宅
新
築

資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て
 

　
予
算
の
総
額
に
７
５
０
３
万
円
を
減
額
し
、予
算
の
総
額
が
３

億
８
７
４
１
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
 

 議
案
第
１０
号
　
平
成
２１
年
度
福
智
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て
 

　
予
算
の
総
額
に
６
４
６
８
万
５
千
円
を
減
額
し
、予
算
の
総
額

が
３５
億
３
４
９
７
万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
 

 議
案
第
１１
号
　
平
成
２１
年
度
福
智
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て
 

　
予
算
の
総
額
か
ら
２
５
６
４
万
８
千
円
を
減
額
し
、予
算
の
総

額
が
２
億
４
８
５
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
 

 議
案
第
１２
号
　
平
成
２１
年
度
福
智
町
老
人
保
健
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）に
つ
い
て
 

　
予
算
の
総
額
か
ら
３
０
１
万
円
を
減
額
し
、予
算
の
総
額
が
１

０
１
９
万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
 

 議
案
第
１３
号
　
平
成
２１
年
度
国
民
健
康
保
険
福
智
町
立
診

療
所
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）に
つ
い
て
 

　
予
算
の
総
額
か
ら
４
２
５
４
万
円
を
減
額
し
、予
算
の
総
額
が

10
億
６２
万
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
 

 議
案
第
１４
号
　
平
成
２１
年
度
田
川
郡
町
村
公
平
委
員
会
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）に
つ
い
て
 

　
予
算
の
総
額
か
ら
２
０
０
万
９
千
円
を
減
額
し
、予
算
の
総
額

が
２
３
３
万
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
 

 議
案
第
１５
号
　
平
成
２２
年
度
福
智
町
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
 

 議
案
第
１６
号
　
平
成
２２
年
度
福
智
町
同
和
地
区
住
宅
新
築

資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
 

 議
案
第
１７
号
　
平
成
２２
年
度
福
智
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て
 

 議
案
第
１８
号
　
平
成
２２
年
度
福
智
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て
 

 議
案
第
１９
号
　
平
成
２２
年
度
福
智
町
老
人
保
健
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て
 

 議
案
第
２０
号
　
平
成
２２
年
度
国
民
健
康
保
険
福
智
町
立
診

療
所
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
 

 議
案
第
２１
号
　
平
成
２２
年
度
福
智
町
水
道
事
業
会
計
予
算

に
つ
い
て
 

 議
案
第
２２
号
　
平
成
２２
年
度
田
川
郡
町
村
公
平
委
員
会
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て
 

※
平
成
２２
年
度
予
算
は
、３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

 議
案
第
２３
号
　
福
智
町
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
 

　
議
員
の
報
酬
が
、議
長
３３
万
円
・
副
議
長
２８
万
５
千
円
・
議
員

２６
万
３
千
円
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
 

 諮
問
第
１
号
　
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
 

　
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
と
し
て
、吉
田
伸
宏
氏
を
適
任
と
認

め
ま
し
た
。
 

 諮
問
第
２
号
　
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
 

　
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
と
し
て
、本
田
美
津
江
氏
を
適
任
と

認
め
ま
し
た
。
 

 諮
問
第
３
号
　
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
 

　
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
と
し
て
、月
島
恒
子
氏
を
適
任
と

認
め
ま
し
た
。
 

 発
議
第
１
号
　
福
智
町
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
 

　
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
、池
長
一
利
氏
・
水
上
時
宗
氏
・
中
村

博
樹
氏
を
議
会
よ
り
推
薦
し
ま
し
た
。
 

 発
議
第
２
号
　
田
川
地
区
清
掃
施
設
組
合
事
務
局
体
制
及

び
協
定
書
の
見
直
し
に
関
す
る
決
議
に
つ
い
て
 

 請
願
第
１
号
　
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択

に
関
す
る
請
願
 

 請
願
第
２
号
　
福
智
町
赤
池
岩
渕
下
水
路
工
事
に
関
す
る

請
願
書
 

※
発
議
第
２
号
・
請
願
２
件
に
つ
い
て
は
、７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。
 

議
決
結
果
 

第１回定例会の傍
聴へ、来られた方
の人数です。 

◆本会議傍聴者数 

◆委員会傍聴者数 

21人 

6人 
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各常任委員会報告 

総
務
文
教
常
任
委
員
会 

委
員
長
　

池
永
利
治 

【付託案件】 
議案　第2号・第8号・第14号・第15号・第22号 
請願　第1号 

一
般
会
計
補
正
予
算
 

な
か
ぐ
す
く
そ
ん
 な

か
ぐ
す
く
そ
ん
 

                   

　
付
託
さ
れ
た
議
案
5
件
・
請
願
1
件
に
つ

い
て
慎
重
審
議
し
た
結
果
、す
べ
て
可
決
・
採

択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。
 

　
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
・
意
見
は
、次
の
と

お
り
で
す
。
 

 

 

  退
職
手
当
組
合
特
別
負
担
金
の
説
明
を
。
 

職
員
が
勧
奨
等
に
よ
り
、退
職
を
し
た

場
合
に
伴
う
負
担
金
。
 

 災
害
援
護
資
金
貸
付
金
が
減
額
と
な
っ

て
い
る
が
、申
し
込
み
が
な
か
っ
た
の
か
。
 

申
し
込
み
は
な
か
っ
た
。
 

 災
害
を
受
け
た
方
た
ち
に
、制
度
の
周

知
徹
底
は
行
わ
れ
た
の
か
。
 

広
報
紙
等
で
お
知
ら
せ
は
し
た
が
、遅

れ
た
部
分
も
あ
る
。
 

 制
度
の
適
用
範
囲
は
。
 

平
成
21
年
７
月
の
集
中
豪
雨
の
災
害
が

適
用
と
な
る
。
激
震
災
害
の
地
域
指
定
が
県

内
で
１
箇
所
で
も
あ
れ
ば
、国
の
災
害
救
助
等

が
適
用
さ
れ
る
。
 

 　
　
私
有
地
に
防
火
水
槽
が
あ
る
場

合
は
、改
善
す
る
よ
う
に
。
 

 学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
委
託
料
の
説

明
を
。
 

パ
ソ
コ
ン
関
係
の
構
築
・
配
線
・
接
続
等

を
行
い
、各
教
室
に
約
２
台
の
設
置
を
考
え
て

い
る
。
  具

体
的
に
は
。
 

電
子
機
能
付
き
黒
板
テ
レ
ビ
を
購
入
す

る
よ
う
に
し
て
い
る
。こ
れ
に
パ
ソ
コ
ン
を
接
続

し
、勉
強
に
役
立
て
る
。パ
ソ
コ
ン
の
台
数
は
、

小
学
校
５
校
で
３
７
４
台
、中
学
校
３
校
で
２

６
０
台
を
購
入
す
る
。
 

 

 

 職
員
採
用
試
験
負
担
金
の
説
明
を
。
 

大
野
城
市
に
あ
る
福
岡
県
自
治
振
興

組
合
に
試
験
問
題
な
ど
委
託
を
し
て
い
る
の

で
、そ
こ
に
負
担
金
を
支
払
っ
て
い
る
。
 

 緊
急
雇
用
対
策
の
事
業
期
間
は
。
 

平
成
23
年
度
ま
で
で
、雇
用
人
数
は
約

16
人
を
予
定
し
て
い
る
。
 

 こ
の
事
業
は
臨
時
職
員
の
雇
用
以
外
に
、

適
用
で
き
な
い
の
か
。
 

短
期
間
雇
用
以
外
に
委
託
等
も
で
き

る
が
、次
の
雇
用
先
が
見
つ
か
る
ま
で
の
短
期

間
雇
用
と
い
う
こ
と
で
、８
人
ご
と
に
半
年
間

雇
用
す
る
予
定
。
 

 　
　
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
雇
用

の
募
集
を
し
た
と
聞
い
た
が
、福
祉
課
の
窓
口

等
で
も
募
集
を
行
い
、本
当
に
生
活
に
困
っ
て

い
る
方
た
ち
に
も
役
立
て
て
ほ
し
い
。
 

 花
い
っ
ぱ
い
運
動
と
は
。
 

春
と
秋
に
、花
を
希
望
す
る
地
区
に
配

布
し
て
い
る
。
 

 少
人
数
学
級
の
成
果
は
出
て
い
る
の
か
。
 

徐
々
に
出
て
い
る
。
 

 講
師
の
人
材
に
対
し
て
は
満
足
し
て
い

る
の
か
。
 

多
く
の
募
集
が
あ
り
、面
接
を
実
施
し
選

考
し
た
の
で
、資
質
に
つ
い
て
は
満
足
し
て
い
る
。 

 当
初
、こ
の
事
業
は
３
年
間
の
実
施
を

予
定
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
た
が
、成
果
が
出

て
い
る
の
で
、平
成
22
年
度
も
実
施
を
す
る
と

い
う
こ
と
か
。
 

22
年
度
も
実
施
を
す
る
。
 

 　
　
学
問
だ
け
で
な
く
ス
ポ
ー
ツ
の
講

師
も
雇
用
し
、文
武
両
道
を
目
指
し
て
も
ら

い
た
い
。
 
 人

材
育
成
事
業『
少
年
の
翼
』の
説
明
を
。
 

沖
縄
県
の
中
城
村
と
の
交
流
事
業
。
飛

行
機
で
行
く
の
で『
翼
』と
い
う
名
称
に
し
て
い

る
。
夏
休
み
に
福
智
町
か
ら
約
20
人
の
子
ど
も

た
ち
が
行
き
、２
月
に
は
中
城
村
か
ら
子
ど
も

た
ち
が
福
智
町
に
来
て
、交
流
を
行
っ
て
い
る
。 

 韓
国
国
際
交
流
事
業
の
説
明
を
。
 

韓
国
の
泗
川
市
の
小
学
校
と
福
智
町
の

小
学
校
が
交
流
し
て
い
る
。
平
成
21
年
度
は

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
で
実
施
で
き
な

か
っ
た
が
、
22
年
度
は
お
互
い
の
交
流
を
計
画

し
て
い
る
。
経
費
は
、韓
国
に
行
っ
た
場
合
は

韓
国
側
が
出
し
、こ
ち
ら
に
来
た
と
き
は
福

智
町
が
経
費
を
負
担
し
て
い
る
。
子
ど
も
た

ち
の
負
担
も
若
干
あ
る
。
 

 イ
ベ
ン
ト
事
業
委
託
料
の
事
業
内
容
は
。
 

音
楽
祭
の
委
託
料
で
、企
画
費
や
ゲ
ス

ト
の
出
演
料
。
 

一
般
会
計
当
初
予
算
 

さ
ち
ょ
ん
し
 

答 

意 

見
 

意 

見
 

意 

見
 

問 

答 答 答 答 答 

答 

問 問 問 問 問 

問 

問 問 

答 

答 答 問 答 問 答 

答 答 問 問 問 答 答 問 問 

3

骨格予算 骨格予算 

一般会計当初予算 一般会計当初予算 骨格予算 平成22年度 

115億9,718万円 115億9,718万円 

会計別当初予算比較表 

歳　入 

歳　出 

平成22年度　一般会計当初予算額の状況 

使用料・手数料 
4億6,194万円（4.0％） 

分担金・負担金 
1億8,293万円（1.6％） 

財産収入 
1億5,499万円（1.3％） 

繰入金 
1億6,988万円（1.5％） 

諸収入 
2億932万円（1.8％） 

地方譲与税 
1億1,200万円（1.0％） 

地方消費税交付金 
1億7,000万円（1.5％） 

町債 
7億8,600万円（6.8％） 

利子割交付金　700万円（0.1％） 
自動車取得税交付金　4,000万円（0.3％） 
地方特例交付金　4,100万円（0.4％） 
配当割交付金ほか　698万円 

自主財源（23.2%） 

依存財源（76.8%） 

115億 
9,718万円 

歳入 

町税 
15億890万円 
（13.0％） 

地方交付税 
56億1,300万円 
（48.4％） 

国庫支出金 
12億1,161万円 
（10.4％） 

県支出金 
9億2,163万円（7.9％） 

投資・出資・貸付金 
732万円（0.1％） 

繰出金 
8億2,859万円 
（7.1％） 

基金積立金 
2億2,697万円（2.0％） 

義務的経費（61.3%） 

投資的経費（7.2%） 

予備費 
2,000万円（0.2％） 

115億 
9,718万円 

歳出 

公債費 
25億8,845万円 
（22.3％） 

人件費 
23億9,973万円 
（20.7％） 

扶助費 
21億2,327万円 
（18.3％） 

普通建設事業費 
1億5,339万円（1.3％） 

災害復旧事業費 
2億9,568万円（2.5％） 

失業対策事業費 
2億2,653万円（2.0％） 

維持補修費 
2億3,508万円 
（2.0％） 

物件費 
11億9,779万円 
（10.3％） 

補助費等 
12億9,438万円 
（11.2％） 

会　　計　　名 

一　般　会　計 

22年度 21年度 差し引き 前年比（％） 

115億9,718万円 147億2,266万円 △31億2,548万円 ▲21.2

同 和 地区住宅新築  
資 金 等 貸 付 事 業  

 
1億9,109万円 

 
4億6,245万円 

 
△2億7,136万円 

 
▲58.7

国 民 健 康 保 険  37億2,441万円 35億9,966万円 1億2,475万円 3.5

後 期 高 齢 者 医 療  2億9,959万円 2億7,418万円 2,541万円 9.3

老 　 人 　 保 　 健  550万円 850万円 △300万円 ▲35.3

診　療　所　事　業 8億7,018万円 10億4,633万円 

129万円 

△1億7,615万円 ▲16.8

特
　
別
　
会
　
計 

田川郡町村公平委員会 

収 益 的 収 入  

収 益 的 支 出  

資 本 的 収 入  

資 本 的 支 出  

水 

道 

事 

業 

企 

業 

会 

計 

107万円 △22万円 ▲17.1

5億6,643万円 5億7,082万円 △439万円 ▲0.8

5億6,643万円 5億7,082万円 △439万円 ▲0.8

109万円 9,766万円 △9,657万円 ▲98.9

1億2,277万円 2億3,093万円 △1億816万円 ▲46.8

（単位：万円） 

　平成22年度一般会計当初予算は、前年度より31億

2,548万円の減額となりました。これは骨格予算（※）

となっています。 

　歳入は、町税が4.5％の減額で、中でも法人税が

2,750万円の大きな減額となっています。増額したもの

は、子ども手当創設に係る経費で、地方特例交付金お

よび国庫負担金が大きく増額しています。 

　歳出は、田川地区清掃施設組合負担金、河川災害

復旧工事費が増額となっています。なお、投資的経費（建

設事業）は原則として予算に計上していないため、減

額となっています。 

　基金（貯金）の現在高は、22年度末で122億5,127

万円の見込み、地方債（借金）の現在高は、22年度末

で213億7,352万円の見込みとなっています。 

　本来予算は、年間の見通しにより編成されるが、町長
選挙などにより、政策的な判断が困難な場合は、政策的・
投資的経費を極力計上せず、必要最小限度の経費のみ
を計上し、編成された予算のことをいう。 
　通常、選挙後の議会で、政策的・投資的経費や新規事
業費等を加える補正予算を行なう（肉付け予算） 

 ※骨格予算とは…… 
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【付託案件】 
議案　第3号・第8号・第15号・第2号 
請願　第2号 

                  

 

 

　
付
託
さ
れ
た
議
案
4
件
・
請
願
1
件
に
つ

い
て
慎
重
審
議
し
た
結
果
、す
べ
て
可
決
・
採

択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。
 

　
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
・
意
見
は
、次
の
と

お
り
で
す
。
 

   堀
川
団
地
合
併
浄
化
槽
設
置
工
事
で
、

約
３
千
８
０
０
万
円
が
減
額
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
の
理
由
は
。
 

田
川
保
健
所
か
ら
、
し
尿
と
生
活
排

水
の
両
方
を
浄
化
槽
で
処
理
し
な
け
れ
ば
、

設
置
の
許
可
は
で
き
な
い
と
指
導
を
受
け
た
。

し
か
し
、こ
の
工
事
が
困
難
な
た
め
、
今
回

は
見
送
っ
た
。
 

 設
置
条
件
の
確
認
は
し
て
い
な
か
っ
た

の
か
。
 

確
認
し
て
お
ら
ず
、単
独
浄
化
槽
で
も

大
丈
夫
だ
と
判
断
し
て
い
た
。
 

 再
計
画
の
予
定
は
。
 

堀
川
団
地
の
建
替
時
に
、大
型
の
合
併

浄
化
槽
を
設
置
予
定
。
 

   商
工
会
の
合
併
状
況
は
。
 

今
年
の
２
月
に
調
印
式
を
行
い
、４
月
１

日
よ
り
福
智
町
商
工
会
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

場
所
は
、当
面
赤
池
の
商
工
会
館
で
業
務
を

行
い
、そ
の
後
方
城
の
商
工
会
館
に
移
る
。
 

 川
端
ポ
ン
プ
座
に
つ
い
て
、地
元
の
方
と

話
し
合
い
を
し
た
の
か
。
 

基
本
的
な
こ
と
は
話
し
た
が
、人
選
の

問
題
に
つ
い
て
は
、
も
う
少
し
詰
め
て
い
き

た
い
。
  　

　
梅
雨
時
期
に
入
る
前
に
、早
め
の

対
策
を
お
願
い
す
る
。
 

 急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
費
が
予
算

計
上
さ
れ
て
い
な
い
が
。
 

骨
格
予
算
の
た
め
、事
業
費
は
計
上
し

て
い
な
い
。
補
助
金
等
の
話
は
県
と
進
め
て
お

り
、６
月
の
補
正
予
算
で
計
上
す
る
。
 

 請
願
箇
所
の
岩
渕
下
水
路
へ
現
地
視
察

に
行
っ
た
が
、か
な
り
の
異
臭
が
し
た
。
な
ぜ
、

今
ま
で
取
り
掛
か
ら
な
か
っ
た
の
か
。
 

 鉱
害
認
定
を
受
け
、旧
赤
池
町
ま
た
福

智
町
と
な
っ
た
後
も
、地
権
者
の
方
と
話
は
進

め
て
い
た
が
、条
件
が
折
り
合
わ
な
い
ま
ま
今

日
に
至
っ
て
い
る
。
何
と
か
解
決
に
向
け
努
力

す
る
。
  　

　
早
め
に
対
応
し
、環
境
の
保
護
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

 

産
業
建
設
常
任
委
員
会 

委
員
長
　

大
島
勇
夫 

一
般
会
計
補
正
予
算
 

一
般
会
計
当
初
予
算
 

答 答 問 問 問 問 答 答 答 答 問 

答 問 問 

日王の湯設備改修工事〔金田〕 

柿添団地〔金田〕 

丸山住宅〔方城〕 

中尾高尾1号線道路改良工事〔赤池〕 

現
地
視
察 

現
地
視
察 

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、左
記

以
外
に
、東
金
田
七
田
線
・
上
金
田
下

水
路
改
良
工
事
、給
食
セ
ン
タ
ー
、岩
渕

下
水
路
の
現
場
も
視
察
し
ま
し
た
。 

▲老朽化による建て替え工事で、中層耐火構造4階建て
16戸を建築し、平成21年度末に完成。 

▲中尾保育所前の町道を拡幅改良し、平成21年度末に
完成。 

▲大浴場に電気風呂やジェット装置等を設置し、浴場タイ
ル張替工事等も行う。 

▲老朽化による建て替え工事で、準耐火構造木造平屋建
て9棟18戸を建築し、平成21年度末に完成。 

意 

見
 

意 

見
 

▲田川市位登にある田川地区清掃施設組合。 
　1市3町（田川市・川崎町・糸田町・福智町）で構成されている。 
　新たなごみ処理施設の建設が急がれるが、現在白紙の状態となっている。 

【付託案件】 
議案　第8号・第9号・第10号・第11号・第12号・ 
　　　第13号・第15号・第16号・第17号・第18号・ 
　　　第19号・第20号・第21号 

▲コスモス診療所・方城診療所。医師の確保・経営 
　の立て直しなど、多くの課題を抱えている。 
 

     

             　
付
託
さ
れ
た
議
案
１３
件
に
つ
い
て
慎
重
審

議
し
た
結
果
、す
べ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。
 

　
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
・
意
見
は
、次
の
と

お
り
で
す
。
 

   

福
祉
バ
ス
の
購
入
台
数
は
。
 

１５
人
乗
り
を
3
台
購
入
予
定
。
 

 バ
ス
の
利
用
度
は
。
 

時
間
帯
・
曜
日
等
に
よ
り
、か
な
り
の

差
が
あ
る
。
 

  

償
還
推
進
事
業
の
説
明
を
。
 

借
受
人
が
行
方
不
明
や
死
亡
し
、か
つ

保
証
人
も
死
亡
等
に
よ
り
、
償
還
が
全
く

困
難
な
物
件
に
つ
い
て
、
国
か
ら
補
助
金
を

受
け
て
い
る
。
平
成
２１
年
度
は
約
２０
件
が
対

象
と
な
っ
て
い
る
。
 

  コ
ス
モ
ス
診
療
所
の
院
長
が
病
院
を
建

設
し
て
い
る
が
、後
任
の
医
師
は
見
つ
か
っ
て

い
る
の
か
。
 

医
師
確
保
に
向
け
て
、県
や
各
機
関
に

相
談
を
し
て
い
る
。
 

 診
療
報
酬
の
滞
納
は
あ
る
の
か
。
 

コ
ス
モ
ス
診
療
所
は
、２
名
の
方
に
徴

収
を
実
施
し
、一
人
は
終
了
し
た
。
方
城
診

療
所
は
２
名
の
滞
納
者
が
お
り
、徴
収
に
努

め
て
い
る
。
 

       

 

 

  次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
事
業
の

説
明
を
。
 

家
庭
支
援
や
延
長
保
育
事
業
、
助
成

金
を
交
付
し
て
い
る
。
 

 平
成
１３
年
に
、田
川
地
区
清
掃
施
設

組
合
と
旧
3
町
が
協
定
を
結
ん
だ
が
、今
回
、

清
掃
施
設
組
合
が
独
自
で
協
定
を
見
直
す

と
の
話
を
聞
い
た
。
見
直
す
の
で
あ
れ
ば
、

清
掃
施
設
組
合
の
み
で
決
め
る
の
で
は
な
く
、

関
係
市
町
が
自
分
の
町
に
持
ち
帰
り
、
再

度
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。
当
時
の

条
件
と
全
く
違
っ
た
協
定
内
容
に
な
り
、福

智
町
の
不
利
益
と
な
る
よ
う
で
は
問
題
と

な
る
。
議
会
で
審
議
し
、福
智
町
と
し
て
統

一
し
た
見
解
を
持
ち
、
協
定
を
見
直
す
べ
き

で
は
。
 清

掃
施
設
組
合
長
で
あ
る
田
川
市
長

か
ら
提
起
さ
れ
る
と
思
う
が
、ど
の
よ
う
な

形
で
話
が
あ
る
の
か
分
か
ら
な
い
の
で
、そ
の

都
度
報
告
を
し
て
い
き
た
い
。
 

 　
　
協
定
書
を
交
わ
し
て
約
10
年
に

な
る
が
、ご
み
処
理
施
設
の
場
所
も
決
ま
っ

て
い
な
い
。
協
定
書
の
内
容
と
違
う
場
合
は
、

必
ず
議
会
に
報
告
し
、
検
討
を
お
願
い
す

る
。
  

             

  ◎
平
成
２２
年
度
に
お
け
る
田
川
地
区
清

掃
施
設
組
合
負
担
金
3
億
7
千

6
7
2
万
4
千
円
に
つ
い
て
は
、4
月

〜
6
月
の
3
ヶ
月
分
の
支
出
は
お
こ
な

う
が
、
残
り
の
期
間
分
に
つ
い
て
は
支

出
を
凍
結
し
、指
摘
さ
れ
た
こ
と
の
改

善
に
向
け
て
努
力
を
す
る
と
、執
行
部

よ
り
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

協
定
書
の
見
直
し
も
含
め
、福
智
町
の

住
民
に
と
っ
て
、よ
り
良
い
方
向
に
な

る
よ
う
な
状
況
作
り
に
向
け
て
努
力

す
る
と
の
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。
 

　
　
委
員
か
ら
は
、福
智
町
が
不
利
益
を

被
ら
な
い
協
定
が
で
き
る
こ
と
を
望
む

と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

意 
見
 

問 答 問 答 

問 問 問 答 

問 問 答 答 

答 答 

5

厚
生
常
任
委
員
会 

委
員
長
　

堀
江
政
洋 

一
般
会
計
補
正
予
算
 

住
宅
新
築
資
金
等
補
正
予
算
 

町
立
診
療
所
補
正
予
算
 

一
般
会
計
当
初
予
算
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蘆
掲
載
文
字
数
に
制
限
が
あ
る
た
め
、質
問
事
項
の
多
く
を
省
略
し
て
い
ま
す

こ
と
を
ご
了
承
願
い
ま
す
。 

蘆
詳
細
に
つ
い
て
は
、議
会
事
務
局
に
保
管
し
て
い
ま
す
の
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

一
般
質
問 

一
般
質
問 

第
一
回
定
例
会 

議員 属　公弘 

      

生
活
保
護
世
帯
は
、福
岡
県
で
何
世
帯
あ
り
ま
す
か
。
 

【
福
祉
課
長
】
県
の
資
料
が
な
い
の
で
、福
祉
事
務

所
に
連
絡
し
、早
急
に
送
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
 

 

社
会
状
況
を
見
れ
ば
失
業
者
も
多
く
、生
活
保
護

者
は
相
当
増
え
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
み
れ
ば
現

在
約
1
2
0
万
世
帯
が
受
給
し
て
お
り
、1
年
前
の
約
６５

万
世
帯
よ
り
、倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
い
え
ば
、支

給
率
は
東
京
が
一
番
高
く
、使
途
は
住
宅
費
、教
育
費
が
多

く
占
め
て
い
ま
す
。
福
祉
課
長
、夫
婦
・
子
の
3
人
家
庭
で
、

生
活
保
護
費
は
い
く
ら
支
給
し
て
い
ま
す
か
。
 

【
福
祉
課
長
】
こ
の
近
郊
だ
と
、約
１５
万
円
ほ
ど
支

給
し
て
い
ま
す
。
 

 民
生
費
は
町
の
予
算
の
中
で
も
、一
番
大
き
な
予
算

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
次
に
財
政
課
長
、平
成
２１
年
度
の
土

木
費
は
い
く
ら
で
す
か
。
 

【
財
政
課
長
】
平
成
２１
年
度
の
決
算
見
込
み
で
は
、

約
２３
億
円
で
す
。
 

 

予
算
を
削
減
す
る
上
で
、一
番
分
か
り
や
す
い
も
の

は
人
件
費
と
、私
は
申
し
上
げ
て
き
ま
し
た
。
教
育

関
係
や
福
祉
関
係
は
一
番
大
事
で
す
。
必
要
な
と
こ
ろ
に
は

使
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
、私
は
い
つ
も
念

頭
に
お
い
て
い
ま
す
。
給
食
セ
ン
タ
ー
に
約
１１
億
5
千
万
円
。

こ
れ
は
予
算
が
大
き
い
。
や
は
り
、大
事
な
と
こ
ろ
は
大
事

な
と
こ
ろ
で
や
っ
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。
当
初
予
算
・
補
正

を
含
め
、一
番
予
算
が
大
き
い
と
こ
ろ
は
民
生
費
で
す
が
、土

木
費
も
相
当
あ
る
。
建
設
課
長
、平
成
２１
年
度
で
建
設
課
が

お
こ
な
っ
た
工
事
は
ど
の
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
。
ま
た
、
２２
年

度
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。
 

【
建
設
課
長
】
２１
年
度
は
労
働
費
・
土
木
費
・
災
害

復
旧
事
業
費
を
含
め
る
と
、
２０
億
円
は
超
え
て
い

ま
す
。
 

【
財
政
課
長
】
２２
年
度
の
当
初
予
算
は
骨
格
予
算
の
た
め
約

7
億
8
千
万
円
で
す
が
、今
後
補
正
で
増
え
る
見
通
し
で
す
。
 

住
宅
課
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。
 

【
住
宅
課
長
】
平
成
２１
年
度
は
約
7
億
円
で
す
。
２２

年
度
は
、9
億
円
ぐ
ら
い
に
な
る
見
通
し
で
す
。
 

 

や
は
り
い
ろ
ん
な
形
の
中
で
、行
う
べ
き
こ
と
は
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
町
長
、

要
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
ど
う
す
る
の
か
、も
っ
と
細
か

い
と
こ
ろ
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
よ
。

で
き
る
範
囲
か
ら
し
た
と
言
い
ま
す
が
、今
思
う
と
、ど
の

く
ら
い
の
予
算
が
削
減
で
き
た
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
私
が

職
員
な
ら
、私
は
い
つ
も
意
見
し
ま
す
よ
。
嫌
わ
れ
る
か
も

し
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
皆
で
行
財
政
改
革
を
実
行
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
滞
納
も
多
い
。
町
営
住
宅
の
滞
納
は
2
億
円
を
超
し
た
。

3
0
0
万
円
台
を
滞
納
し
て
い
る
者
も
い
る
。
こ
れ
を
ど

う
改
良
し
て
い
く
の
か
。
新
し
い
と
こ
ろ
に
住
ん
で
も
、滞

納
も
古
い
と
こ
ろ
か
ら
持
ち
越
し
。
ど
う
し
ま
す
か
町
長
。

そ
れ
ぞ
れ
に
責
任
を
持
た
せ
、計
画
さ
せ
て
み
て
は
ど
う
で

す
か
。
こ
の
ま
ま
だ
と
福
智
町
は
ど
ん
ど
ん
遅
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
 

　
以
上
、質
問
を
終
わ
り
ま
す
。
 

※一般質問は受付順に掲載しています。 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

質
問
 

質
問
 

質
問
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発
議
内
容
 

請
願
内
容
 

請
願
内
容
 

発
議
結
果
 

請
願
結
果
 

請
願
結
果
 

発議第2号 

田
川
地
区
清
掃
施
設
組
合
 

事
務
局
体
制
及
び
協
定
書
 

の
見
直
し
に
関
す
る
決
議
 

請願第1号 

教
育
予
算
の
拡
充
を
 

求
め
る
意
見
書
の
採
択
に
 

関
す
る
請
願
 

決議・請願
陳情紹介
決議・請願
陳情紹介

         

           田
川
地
区
清
掃
施
設
組
合
事
務
局
体
制
を

変
更
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、組
合
独
自
で
決
定
す
る
の
で
は

な
く
、構
成
団
体
で
あ
る
関
係
市
町
に
対
し
、十
分
な
る
説
明

を
お
こ
な
い
、了
承
を
得
た
後
に
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。
 

　
ま
た
、平
成
１３
年
に
１
市
５
町
で
協
定
し
た
『
田
川
地
区
清

掃
施
設
組
合
の
設
立
に
関
す
る
協
定
書
』
に
つ
い
て
は
、再
度

協
議
を
す
べ
き
で
あ
る
。
 

可
決
さ
れ
、田
川
地
区
清
掃
施
設
組
合
長〔
田

川
市
長
〕へ
、決
議
文
を
通
知
し
ま
し
た
。
 

 

  

     現
在
の
社
会
経
済
不
安
の
中
で
、貧
困
と
格

差
は
世
代
間
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
状
況
が
あ
る
。
家
庭
の
所

得
の
違
い
に
よ
り
、子
ど
も
た
ち
の
教
育
や
進
路
に
影
響
が
出

な
い
よ
う
、公
教
育
の
基
盤
充
実
が
不
可
欠
だ
が
、厳
し
い
地

方
財
政
の
状
況
な
ど
か
ら
、自
治
体
に
お
い
て
教
育
予
算
の
確

保
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。
教
育
予
算
を
国
全
体
と
し
、確
保
・

充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
次
の
事
項
を
請
願
す
る
。
 

◎
「
子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
の
確
保
」
を
図
り
、き
め
の
細
か

い
教
育
の
充
実
の
た
め
の
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
。
 

◎
教
育
の
自
治
体
間
格
差
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
に
、義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持
す
る
こ
と
。
 

◎
家
庭
の
所
得
に
よ
り
、教
育
や
進
路
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
、

就
学
援
助
制
度
を
拡
充
し
、国
の
予
算
措
置
を
拡
充
す
る
こ

と
。
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て『
貸
与
』か
ら『
給
付
』方
式
へ
の

検
討
を
含
め
改
善
す
る
こ
と
。
 

◎
教
材
費
や
旅
費
な
ど
、教
育
予
算
の
充
実
の
た
め
、地
方
交

付
税
を
含
む
国
の
予
算
を
改
善
す
る
こ
と
。
 

◎
教
職
員
の
人
材
を
確
保
す
る
た
め
、教
職
員
給
与
の
財
源

を
確
保
・
充
実
を
図
り
、実
効
あ
る
超
勤
縮
減
対
策
を
行

う
こ
と
。
 

採
択
さ
れ
、内
閣
総
理
大
臣
・
総
務
大
臣
・
財

務
大
臣
・
文
部
科
学
大
臣
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
 

 

   

    岩
渕
下
水
路
は
、赤
池
本
町
・
第
１１
行
政
区
・

第
１２
行
政
区
内
を
流
れ
て
い
ま
す
。鉱
害
復
旧
の
認
定
を
受
け
、

再
三
に
わ
た
り
工
事
の
着
工
を
要
望
し
て
い
ま
す
が
、い
ま
だ

実
施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
 

　
現
状
は
、土
砂
も
堆
積
し
異
臭
が
ひ
ど
く
、ま
た
蚊
の
発
生

な
ど
不
衛
生
で
あ
り
、非
常
に
劣
悪
な
環
境
状
態
に
あ
り
ま
す
。 

　
毎
年
梅
雨
時
期
に
は
、隣
接
す
る
道
路
が
度
々
冠
水
し
、日

常
生
活
に
支
障
を
き
た
し
て
お
り
ま
す
。
 

　
平
成
２１
年
度
に
は
、岩
渕
下
水
路
の
上
流
側
１
部
分
に
お

い
て
、改
良
工
事
が
施
工
さ
れ
て
い
ま
す
が
、下
流
側
２
０
０

メ
ー
ト
ル
は
工
事
未
着
工
で
す
。
赤
池
に
お
け
る
公
共
下
水

路
の
工
事
未
完
了
箇
所
は
、こ
の
水
路
だ
け
と
な
っ
て
お
り
、

地
域
住
民
も
困
惑
し
て

い
ま
す
。
こ
の
状
態
は

非
常
に
不
衛
生
で
あ
り
、

環
境
を
悪
化
さ
せ
て
い

ま
す
。
早
急
に
、工
事
を

着
工
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
、
強
く
要
望
い
た

し
ま
す
。
 

採
択
さ
れ
、町
長
に
意
見
書
を
提
出
し
ま

し
た
。
 

請願第2号 

福
智
町
赤
池
岩
渕
下
水
路
 

工
事
に
関
す
る
請
願
書
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以
前
一
般
質
問
で
、確
定
申
告
の
受
け
付
け
場
所
の

設
置
に
つ
い
て
改
善
で
き
な
い
か
と
質
問
し
ま
し
た

が
、今
年
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
ま
す
か
。
 

【
町
長
】
昨
年
に
比
べ
、今
年
は
比
較
的
円
滑
に
作
業

が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。
支

所
で
の
受
付
は
、職
員
数
の
問
題
な
ど
あ
り
ま
す
の
で
、基
本

的
に
は
現
在
の
シ
ス
テ
ム
で
実
施
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す

が
、工
夫
・
改
善
を
検
討
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

福
岡
国
税
局
に
聞
い
て
み
る
と
、支
所
で
も
受
け
付

け
は
可
能
と
の
こ
と
で
し
た
。
赤
池
・
方
城
の
方
た
ち

は
、申
告
す
る
た
め
に
か
な
り
の
時
間
を
費
や
し
ま
す
。
町
民

の
方
を
思
い
、ぜ
ひ
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。
次
に
、介
護
保

険
料
や
国
民
健
康
保
険
税
で
す
が
、全
国
の
中
で
も
相
当
高

い
金
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
長
は
こ
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に

思
い
ま
す
か
。
 

【
町
長
】
介
護
保
険
広
域
連
合
は
、加
盟
自
治
体
が

大
幅
に
減
っ
て
い
ま
す
。
当
初
は
一
律
の
保
険
料
で

始
ま
り
ま
し
た
が
、現
在
は
9
段
階
に
分
か
れ
て
お
り
、福

智
町
は
最
も
高
い
保
険
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、施
設

数
が
多
く
利
用
も
多
い
と
い
う
事
情
が
あ
り
、難
し
い
問
題

で
は
あ
り
ま
す
が
、介
護
保
険
広
域
連
合
を
通
し
住
民
負
担

が
少
な
く
な
る
よ
う
に
、努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、か
な
り
の
赤
字
が
出
て
お

り
、県
か
ら
保
険
税
を
あ
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
指
導

も
受
け
て
い
ま
す
が
、負
担
に
な
ら
な
い
配
慮
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

国
民
健
康
保
険
は
、自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
欠
か

せ
な
い
保
険
で
す
。
し
か
し
、こ
の
不
況
の
中
で
生
活

が
苦
し
く
、保
険
に
加
入
で
き
な
い
方
が
中
に
は
い
ま
す
。
何

ら
か
の
形
で
、緩
和
で
き
る
方
法
を
模
索
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
が
。
 

【
町
長
】
私
ど
も
に
相
談
し
て
い
た
だ
き
、一
番
良
い
方

法
を
協
議
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

こ
の
よ
う
な
税
等
を
他
の
町
村
と
変
わ
ら
な
い
金
額

に
す
る
こ
と
が
、住
民
サ
ー
ビ
ス
に
も
つ
な
が
り
、福

智
町
に
住
み
続
け
よ
う
と
の
思
い
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
国
保
を
使
わ
な
い
よ
う
、健
康
を
保
つ
方
法
を
考

え
て
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
が
。
 

【
町
長
】
現
在
、食
の
面
と
し
て
食
生
活
改
善
推
進
委

員
会
や
男
性
の
料
理
教
室
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、旧
方
城
町
で
行
わ
れ
て
い
た
ふ
れ
あ
い
交
流
会
を
、赤

池
地
区
・
金
田
地
区
に
も
広
げ
て
い
き
、介
護
予
防
と
し
て
最

重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
 

 

積
極
的
に
、ス
ポ
ー
ツ
行
事
等
に
も
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
に
固
定
資
産
税
に
つ

い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
合
併
と
同
時
に
固
定
資
産
税
を
見
直

す
と
い
う
こ
と
で
、年
5
％
ず
つ
上
が
っ
て
い
ま
す
。
近
隣
町
村

に
合
わ
せ
る
た
め
に
上
げ
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、い
つ
ま

で
上
げ
る
か
は
分
か
ら
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。こ
の
不
況
の

中
、町
長
は
見
直
し
を
考
え
て
い
ま
す
か
。
 

【
町
長
】
他
の
自
治
体
を
参
考
と
し
な
が
ら
、福
智
町

の
現
状
分
析
も
行
い
、適
正
な
設
定
基
準
と
な
る
よ

う
、慎
重
に
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

町
長
は
公
平
・
公
正
と
よ
く
言
い
ま
す
が
、固
定
資
産

税
や
介
護
保
険
、国
民
健
康
保
険
な
ど
は
公
平
・
公

正
と
な
っ
て
い
ま
す
か
。
町
長
は
ど
の
よ
う
な
思
い
で
、こ
の

言
葉
を
使
っ
て
い
る
の
で
す
か
。
 

【
町
長
】
全
て
の
行
政
運
営
の
中
で
、住
民
の
方
々
の

立
場
に
立
っ
た
、公
正
・
公
平
そ
し
て
公
開
制
を
持
っ

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
と
い
う
基
本
的
な
姿
勢
を
持
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、町
民
の
方
々
の
思
い
を
十
分
行
政

の
中
で
反
映
さ
せ
て
い
く
努
力
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

公
平
・
公
正
な
言
葉
の
も
と
、思
い
や
り
の
政
治
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
要
望
し
ま
す
。
次
に
診
療
に
つ
い

て
お
尋
ね
し
ま
す
。
1
月
に
開
催
さ
れ
た
福
祉
講
座
の
際
、『
コ

ス
モ
ス
診
療
所
は
危
機
を
迎
え
て
い
る
が
、存
続
さ
せ
ま
す
。
』

と
言
い
ま
し
た
。
医
師
問
題
等
を
抱
え
て
い
る
今
の
状
況
で
、

町
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。
 

【
町
長
】
結
論
か
ら
言
え
ば
、コ
ス
モ
ス
診
療
所
も
方

城
診
療
所
も
存
続
さ
せ
ま
す
。
医
師
問
題
に
つ
い
て

は
、各
大
学
の
医
局
や
県
の
医
師
派
遣
な
ど
、色
々
な
方
面
で

進
め
て
い
ま
す
。
私
は
、存
続
と
い
う
形
で
実
現
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
 

 

福
智
町
は
田
川
市
郡
内
で
最
初
に
合
併
し
ま
し
た
。

合
併
特
例
法
が
今
月
で
切
れ
ま
す
が
、こ
の
4
年
間

を
見
て
き
て
、町
長
は
ど
の
よ
う
に
思
い
ま
す
か
。
 

【
町
長
】
行
政
の
責
任
者
で
も
あ
り
ま
す
し
、合
併
し

た
か
ら
に
は
住
民
の
方
が
住
み
や
す
い
、よ
り
良
い

町
に
し
て
い
く
こ
と
が
、課
せ
ら
れ
た
最
大
の
責
務
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
 

  

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

9

       

 上
金
田
地
区
に
あ
る
第
三
分
団
の
格
納
庫
は
消
防

車
出
動
の
際
、前
の
道
が
狭
く
左
折
が
で
き
な
い
状

況
で
問
題
が
あ
る
た
め
、移
転
を
含
め
た
検
討
が
必
要
で
あ

る
、と
監
査
委
員
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
ど
の
よ
う

な
状
況
で
す
か
。
 

【
町
長
】
地
元
の
方
々
と
協
議
を
重
ね
、消
防
活
動
に

支
障
が
出
な
い
環
境
づ
く
り
を
早
急
に
つ
く
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

二
重
ヶ
池
公
園（
上
金
田
）の
そ
ば
に
あ
る
空
き
地
に

設
置
を
お
願
い
し
た
い
と
第
三
分
団
の
団
長
よ
り
申

し
出
が
あ
り
ま
し
た
。
上
金
田
行
政
区
と
の
意
思
統
一
も
で
き

て
お
り
、そ
の
旨
平
原
行
政
区
の
区
長
に
も
伝
え
、場
所
的
に

良
い
の
で
は
な
い
か
と
の
返
事
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
高

見
地
区
の
区
長
に
も
連
絡
を
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。こ
の
こ

と
を
踏
ま
え
、町
長
の
判
断
を
お
聞
き
し
ま
す
。
 

【
町
長
】
地
元
で
合
意
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、具
体
的
に
実
現
で
き
る
よ
う
、努
力
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

各
地
区
か
ら
の
要
望
書
に
対
し
て
、文
書
で
回
答
を

し
て
い
ま
す
か
。
 

【
総
務
課
長
】
や
む
を
得
ず
口
頭
と
い
う
場
合
も
あ

り
ま
す
が
、基
本
は
文
書
で
回
答
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
 

 

私
の
地
区
は
毎
年
３
月
に
総
会
を
開
き
、皆
で
話
し

合
い
要
望
書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、一
度
も

文
書
で
回
答
を
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
行
政
側
が
要

望
書
を
き
ち
ん
と
出
せ
と
言
う
の
に
、文
書
で
は
な
く
口
頭
で

回
答
す
る
こ
と
は
無
責
任
で
は
な
い
で
す
か
。
年
間
に
何
件
ほ

ど
要
望
書
が
出
て
い
ま
す
か
。
 

 

【
総
務
課
長
】
約
1
5
0
件
出
て
い
ま
す
。
 

  そ
れ
だ
け
の
要
望
書
が
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

要
望
書
を
出
さ
な
け
れ
ば
行
政
が
動
い
て
く
れ
な
い

と
、地
域
も
理
解
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。や
は
り
、経
緯

や
経
過
、優
先
順
位
な
ど
地
域
に
知
ら
せ
る
こ
と
は
、当
然
の

義
務
だ
と
思
い
ま
す
。
町
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。
 

【
町
長
】
地
域
か
ら
出
て
き
た
要
望
に
つ
い
て
は
、誠

意
を
持
っ
て
対
応
し
、各
担
当
課
に
も
強
く
指
導
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

公
共
事
業
に
つ
い
て
は
、年
次
計
画
に
基
づ
き
行
っ
て

い
る
事
業
と
、要
望
書
に
基
づ
く
も
の
と
、２
通
り
あ

る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、要
望
書
が
な
く
て
も
行
っ
て
い
る

事
業
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

【
町
長
】
原
則
、各
行
政
区
か
ら
の
要
望
に
基
づ
き
工

事
を
実
施
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、緊
急
な
災
害

時
の
対
応
に
つ
い
て
は
、要
望
が
な
く
て
も
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

委
員
会
や
監
査
報
告
な
ど
で
指
摘
を
受
け
た
事
項
に

つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
ま
す
か
。
 

【
町
長
】
各
課
は
真
摯
に
受
け
止
め
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。
 

 

職
員
数
の
適
正
化
・
公
共
施
設
の
統
廃
合
に
取
り
組

む
よ
う
に
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
が
、ど
の
よ
う

な
対
応
を
し
ま
し
た
か
。
 

【
町
長
】
職
員
数
に
つ
い
て
は
計
画
通
り
進
み
、削
減

が
で
き
て
い
ま
す
。
公
共
施
設
の
統
廃
合
に
つ
い
て
は
、

現
在
実
現
で
き
て
い
る
も
の
は
少
数
で
す
が
、取
り
組
み
は
進

め
て
い
ま
す
。
 

 

住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
配
慮
も
必
要
で
す
が
、

公
共
施
設
の
統
廃
合
は
行
財
政
を
改
革
す
る
上
で
、

逃
れ
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
も
う
少
し
踏
み
込

ん
だ
と
こ
ろ
で
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
に
、

委
託
料
な
ど
節
約
で
き
る
も
の
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、

再
度
精
査
す
る
よ
う
に
と
の
指
摘
も
受
け
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、随
意
契
約
に
つ
い
て
も
同
様
の
指
摘
を
受
け
て
い
ま
し
た

が
、ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
ま
し
た
か
。
 

【
町
長
】
委
託
料
な
ど
に
つ
い
て
は
、削
減
の
方
向
で

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
随
意
契
約
に
つ
い
て

は
、色
々
な
経
緯
が
旧
３
町
よ
り
あ
り
、実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
が
、法
的
範
囲
の
中
で
制
限
を
受
け
て
い
ま
す

の
で
、有
効
か
つ
合
理
的
に
活
用
が
で
き
れ
ば
と
い
う
視
点
で

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

監
査
委
員
の
報
告
の
中
で
、赤
池
保
健
セ
ン
タ
ー
内

の
風
呂
は
利
用
者
が
少
な
く
、検
討
の
必
要
が
あ
る

と
の
報
告
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、町
長
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え

で
す
か
。
 

【
町
長
】
年
間
利
用
者
は
約
5
3
0
0
人
で
、一
日
に

換
算
す
る
と
約
２０
人
弱
の
利
用
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、こ
こ
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
高
齢
な
方
ば
か
り
で
、

毎
日
の
楽
し
み
と
し
て
生
き
が
い
に
し
て
い
る
、と
い
う
意
見

も
聞
き
ま
す
。
我
々
行
政
と
し
て
は
、財
政
的
な
側
面
だ
け
で

判
断
す
る
の
か
、あ
る
い
は
高
齢
な
方
々
の
思
い
を
聞
き
実
施

し
て
い
く
の
か
、こ
れ
は
ま
だ
慎
重
に
時
間
を
か
け
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

そ
の
よ
う
な
配
慮
は
分
か
り
ま
す
が
、で
き
る
こ
と
は

実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
職
員
で
で

き
る
事
は
職
員
で
す
る
、こ
の
よ
う
な
こ
と
を
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
改
善
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、何
の
た
め
に
報
告
し

て
い
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
今
後
、積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
に
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
お

尋
ね
し
ま
す
。
4
月
か
ら
新
た
に
操
業
さ
れ
て
い
ま
す
が
、食

材
の
調
達
に
関
し
て
地
産
地
消
を
実
行
し
て
い
ま
す
か
。
 

【
町
長
】
農
業
は
福
智
町
の
基
幹
産
業
で
あ
り
、農

業
を
中
心
と
し
た
政
策
の
実
行
、有
機
農
法
の
推

進
な
ど
具
体
的
に
考
え
て
い
き
、こ
の
よ
う
な
政
策
を
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、地
産
地
消
の
環
境
も
整
え
ら
れ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
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町
内
の
集
会
所
な
ど
は
、全
部
で
い
く
つ
あ
り
ま
す
か
。
 

 

【
公
民
館
兼
社
会
体
育
課
長
】
地
区
集
会
所
は
８９
箇

所
、教
育
集
会
所
は
１６
箇
所
あ
り
ま
す
。
 

　
 

集
会
所
の
利
用
に
つ
い
て
は
、緊
急
な
災
害
時
に
無

条
件
で
避
難
で
き
ま
す
か
。
 

【
公
民
館
兼
社
会
体
育
課
長
】
緊
急
時
の
避
難
施
設

と
し
て
、集
会
所
と
教
育
施
設
を
数
箇
所
指
定
し
て

い
ま
す
。
地
区
集
会
所
に
つ
い
て
の
指
定
は
現
在
し
て
お
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
災
害
な
ど
の
緊
急
時
に
は
、区
長
あ
る
い
は

館
長
、地
元
の
方
な
ど
と
協
議
し
、理
解
を
得
て
、緊
急
対
策

の
施
設
と
な
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

地
域
と
協
力
し
合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
集
会
所
の
利
用
に
つ
い
て
で
す
が
、地
域
に
よ
っ

て
利
用
度
が
非
常
に
異
な
り
ま
す
。
私
も
何
箇
所
か
見
学
し

ま
し
た
が
、聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
1
年
中
ほ
と
ん
ど
使
用
さ

れ
て
い
な
い
所
も
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
ば
か
り
で
運
営
し
て
い

る
地
域
も
あ
り
、若
い
人
た
ち
が
区
に
も
組
に
も
入
っ
て
こ
な

い
と
い
う
状
況
も
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
運
営
が
ま
ま
な
ら
な
い

集
会
所
も
あ
り
、建
物
が
傷
ん
で
い
る
状
況
も
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
お
尋
ね
で
す
が
、町
営
住
宅
に
入
れ
ず
待
機
さ
れ
て
い
る

方
が
数
多
く
い
ま
す
が
、そ
の
方
た
ち
が
集
会
所
に
住
み
、管

理
人
と
し
て
掃
除
な
ど
も
し
て
い
た
だ
き
、運
営
さ
れ
て
は
ど

う
か
と
思
う
の
で
す
が
、こ
れ
は
可
能
で
し
ょ
う
か
。
 

【
町
長
】
そ
の
よ
う
に
で
き
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す

が
、や
は
り
地
域
の
集
会
所
で
あ
り
、地
域
の
方
の

合
意
が
必
要
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、実
現
は
非
常
に

難
し
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、今
言
わ
れ
た
よ
う
な
こ
と
が
実

現
す
れ
ば
、色
々
な
面
で
の
解
決
策
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
 

 

こ
の
こ
と
が
可
能
な
ら
ば
、何
軒
か
で
も
住
宅
難
が

解
消
で
き
、ご
本
人
た
ち
に
と
っ
て
も
集
会
所
に
と
っ

て
も
、大
変
良
い
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
質
問
し
ま

し
た
。
次
に
町
営
住
宅
で
す
が
、入
居
待
ち
の
方
は
何
人
ほ

ど
い
ま
す
か
。
 

 【
住
宅
課
長
】
2
月
末
現
在
で
７６
人
い
ま
す
。
 

  た
く
さ
ん
の
方
が
住
宅
を
求
め
て
い
ま
す
。一
日
も

早
く
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
が
、大
事
な
役

割
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
困
っ
て
い
る
方
た
ち
に
、早
め
の

提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。
次
に
、家
賃
は
入
っ
て
い
る
の
で
す

が
、入
居
し
て
い
な
い
住
宅
が
何
軒
か
あ
り
ま
す
。
お
そ
ら
く

理
由
が
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、ど
の
よ
う
な
対
処
を
し
て

い
ま
す
か
。
 

【
住
宅
課
長
】
中
に
は
入
院
な
ど
で
長
い
期
間
帰
っ

て
い
な
い
方
な
ど
い
ま
す
が
、帰
っ
て
こ
ら
れ
な
い
方

に
つ
い
て
は
、身
内
の
方
と
連
絡
を
取
り
、住
宅
の
明
け
渡
し

を
交
渉
し
、住
宅
の
退
去
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
ま
す
。
 

 

入
居
に
関
し
て
の
入
居
要
綱
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

守
ら
れ
て
い
ま
す
か
。
犬
・
猫
な
ど
飼
っ
て
は
な
ら
な

い
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
。
 

【
住
宅
課
長
】
入
居
の
際
に
、犬
・
猫
な
ど
は
飼
わ
な

い
で
く
だ
さ
い
と
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
が
、実
際

は
飼
っ
て
い
る
方
が
多
数
い
ま
す
。
ご
近
所
の
方
に
迷
惑
を
か

け
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、で
き
る
限
り
知
り
合
い
の
方
へ

譲
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
の
お
願
い
は
し
て
い
ま
す
。
 

 

飼
っ
て
い
る
動
物
に
、と
て
も
癒
さ
れ
て
い
る
方
も

中
に
は
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
事
案
に
沿
っ
た
、マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
り
方
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
掲
げ
て
お

き
な
が
ら
、守
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
出
て
き
て
い

ま
す
。
ふ
す
ま
や
障
子
も
そ
う
で
す
。
入
居
者
が
修
理
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
に
、ほ
と
ん
ど
が
町
で
し
て
い
ま
す
。
や

は
り
入
居
者
が
責
任
を
持
ち
、き
ち
ん
と
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
が
。
　
 

【
町
長
】
集
合
住
宅
な
の
で
、入
居
基
準
を
守
っ
て
い

た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、違
反
し
た
方
に

つ
い
て
は
強
硬
手
段
も
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

や
は
り
、規
則
は
規
則
で
す
。
き
ち
ん
と
守
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
基
準
と
な
る
こ
と
が
守
ら
れ
な
け
れ

ば
、他
の
面
に
も
影
響
し
ま
す
。こ
れ
は
町
全
体
で
真
剣
に
考

え
、入
居
さ
れ
て
い
る
方
の
意
見
も
聞
き
、意
見
交
換
を
し
な

が
ら
、よ
り
良
き
道
を
探
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
強
い
気
持
ち

で
臨
ん
で
い
た
だ
き
、住
宅
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

【
町
長
】
多
く
の
方
が
暮
ら
し
て
い
る
集
合
住
宅
で

あ
り
、規
則
等
を
守
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
入
居
を

認
め
て
い
ま
す
の
で
、違
反
を
し
た
方
々
に
は
、強
制
的
な
手

段
を
講
じ
て
で
も
、守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

      

  一
般
会
計
予
算
書
の
中
で
、
そ
の
他
の
特
別
職

9
8
5
名
か
ら
1
8
9
名
増
え
る
と
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
非
常
勤
の
特
別
職
だ
と
思
う
の
で
す
が
、内
容
説
明
を

お
願
い
し
ま
す
。
 

【
総
務
課
長
】
報
酬
で
予
算
を
組
ん
で
い
る
方
た
ち
の

こ
と
で
、臨
時
職
員
な
ど
賃
金
で
組
ん
で
い
る
方
た

ち
は
、こ
れ
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
委
員
は
、教
育
委
員
や
社
会

教
育
委
員
、国
勢
調
査
員
や
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
な
ど
、

こ
の
他
に
も
数
多
く
の
委
員
が
含
ま
れ
ま
す
。
 

 

1
7
0
名
の
国
勢
調
査
員
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
で

す
が
、行
政
区
長
や
組
長
、消
防
団
員
な
ど
も
特
別

職
に
な
る
の
で
す
か
。
 

 

【
総
務
課
長
】
特
別
職
と
な
り
ま
す
。
 

 

 

行
政
委
員
や
区
長
・
組
長
・
消
防
団
員
の
方
々
に
は
、

非
常
に
貢
献
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
特
別
職
の
方
々
を
具
体
的
に
活
用
し
て
い
ま
す
か
。
 

【
町
長
】
行
政
区
長
会
を
年
に
数
回
は
開
催
し
て
い

ま
す
。
代
表
区
長
会
の
中
で
は
、行
政
側
か
ら
の
お
願

い
を
議
論
し
て
い
た
だ
き
、そ
れ
を
全
町
的
な
取
り
組
み
と
す

る
こ
と
が
、通
常
の
や
り
方
で
す
。
ま
た
、代
表
区
長
会
側
か

ら
、自
発
的
に
地
域
・
町
の
安
全
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
を

し
た
い
と
い
う
議
論
が
な
さ
れ
、行
動
さ
れ
て
い
る
地
区
も
あ

り
ま
す
。
消
防
団
に
つ
い
て
は
、火
災
や
災
害
の
救
助
作
業
の

活
動
は
も
ち
ろ
ん
、非
常
時
に
向
け
て
の
訓
練
を
年
に
数
回
お

こ
な
っ
て
お
り
、ご
尽
力
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
英
知
を
傾
け
て
、よ
り
良
い
町
政
の
た

め
に
貢
献
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
特
別
職
の
方
々

で
す
。
引
き
続
き
、意
見
や
答
申
を
い
た
だ
き
、有
効
に
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
次
に
特
別
会
計
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
条
例
で
7
つ
の

特
別
会
計
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、特
別
会
計
を
設
け
る
趣

旨
を
お
尋
ね
し
ま
す
。
 

【
財
政
課
長
】
地
方
公
共
団
体
の
会
計
は
、大
き
く
分

け
て
普
通
会
計
・
公
営
事
業
会
計
と
2
つ
に
分
け
ら

れ
ま
す
。
公
営
事
業
会
計
は
水
道
事
業
会
計
が
含
ま
れ
ま
す
。

診
療
所
や
老
人
医
療
な
ど
は
、特
別
会
計
を
設
け
ま
す
。
ま
た

地
方
自
治
法
で
は
、地
方
公
共
団
体
が
事
業
を
行
な
う
場
合
、

そ
の
他
特
定
の
歳
入
を
も
っ
て
特
定
の
歳
出
に
充
当
す
る
こ

と
と
あ
り
、田
川
郡
町
村
公
平
委
員
会
は
、負
担
金
に
よ
り
運

営
を
し
て
い
る
の
で
、分
け
た
ほ
う
が
よ
い
と
の
判
断
を
し
、

特
別
会
計
と
し
て
い
ま
す
。
 

 

老
人
保
健
会
計
は
5
5
0
万
円
程
度
の
予
算
で
す

が
、こ
れ
ほ
ど
少
額
で
も
特
別
会
計
と
す
る
必
要
が

あ
る
の
か
疑
問
に
思
い
ま
し
た
が
。
 

【
財
政
課
長
】
平
成
２０
年
度
に
後
期
高
齢
者
医
療
会

計
が
で
き
、そ
れ
以
降
は
過
誤
納
な
ど
の
精
算
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
消
滅
時
効
が
3
年
と
な
っ
て
い
る
の
で
、平

成
２２
年
度
ま
で
は
廃
止
で
き
ま
せ
ん
。
 

 

特
別
会
計
は
特
定
の
歳
入
を
も
っ
て
歳
出
に
充
て
る

な
ら
ば
、独
立
採
算
の
よ
う
な
形
に
な
り
、歳
入
と

歳
出
が
同
額
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
 

【
財
政
課
長
】
診
療
所
会
計
な
ど
は
プ
ラ
ス
に
な
っ
た

方
が
良
い
で
す
し
、赤
字
に
な
り
す
ぎ
る
と
一
般
会
計

の
負
担
と
な
り
ま
す
。
 

 

診
療
所
会
計
や
国
民
健
康
保
険
会
計
に
は
、一
般
会

計
か
ら
多
額
の
補
て
ん
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
診
療
所

会
計
に
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
が
６
千
万
円
、歳
入
欠

陥
で
3
億
9
9
0
0
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、単
年
度
で
み

た
場
合
、赤
字
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
 

【
財
政
課
長
】
診
療
所
に
一
般
会
計
か
ら
6
千
万
円
の

繰
り
出
し
金
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、前
年
度
繰
上

充
用
金
が
3
億
6
0
8
万
3
千
円
で
、歳
入
欠
陥
補
て
ん
収

入
に
つ
い
て
は
２２
年
度
予
算
が
3
億
9
9
0
0
万
円
の
赤
字

と
な
り
、こ
れ
を
差
し
引
い
た
と
こ
ろ
が
単
年
度
赤
字
と
な
る

見
込
み
で
す
。
 

 
 

繰
り
出
し
金
6
千
万
円
と
差
し
引
き
し
た
9
3
0
0

万
円
を
合
わ
せ
た
、約
１
億
5
千
万
円
が
単
年
度
赤

字
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
を
す
る
た

め
、分
か
ら
ず
に
赤
字
が
ど
ん
ど
ん
膨
ら
ん
で
い
る
恐
れ
も
あ

る
わ
け
で
す
。
特
別
会
計
で
も
収
支
が
あ
う
よ
う
に
す
る
こ
と

が
理
想
だ
と
思
い
ま
す
が
。
 

【
町
長
】
差
し
引
き
ゼ
ロ
と
い
う
状
況
を
作
る
努
力

を
行
い
、諸
要
素
に
つ
い
て
も
整
理
し
、効
率
的
な
活

用
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

福
智
町
が
財
政
再
生
団
体
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、

健
全
財
政
を
今
後
と
も
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
の
で
、町
長
始
め
皆
さ
ん
方
の
努
力
を
期
待
し

ま
す
。
以
上
で
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。
 

 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

議員 闍津鶴己 
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

貴
重
貴
重
な
ご
意
見
意
見 

貴
重
な
ご
意
見 

　
本
庁
や
支
所
な
ど
６
ヵ
所
に
設
置
し
た
議

会
だ
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
。１
ヶ
月
間
の
設
置
で

し
た
が
、貴
重
な
ご
意
見
や
要
望
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

 

 

    ◎
質
問
及
び
答
弁
を
要
約
し
て
掲
載
し

て
は
ど
う
か
。
経
費
の
節
減
に
な
る
の

で
は
。 

　
広
報
紙
に
3
ペ
ー
ジ
程
度
に
し
て
み

て
は
。 

 ◎
お
年
寄
り
が
分
か
る
よ
う
に
、読
み
仮

名
を
つ
け
た
ら
い
い
な
と
思
う
。 

 ◎
各
課
で
回
答
で
き
る
こ
と
を
一
般
質
問

し
て
い
る
。 

 ◎
内
容
が
い
ま
い
ち
。お
も
し
ろ
く
な
い
。 

 ◎
写
真
な
ど
つ
け
な
く
て
も
よ
い
。 

 ◎
文
字
が
小
さ
く
て
読
み
づ
ら
い
。 

 

◎
議
会
だ
よ
り
を
見
る
の
は
町
民
で
あ
り
、

堅
苦
し
く
書
か
れ
て
も
理
解
し
に
く
い
。 

 ◎
質
問
内
容
を
町
民
が
分
か
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。 

 ◎
経
費
を
か
け
ず
に
作
成
し
て
ほ
し
い
。 

 ◎
写
真
を
も
っ
と
入
れ
た
ほ
う
が
良
い
と

思
う
。 

 ◎
紙
が
良
す
ぎ
る
の
で
は
。 

  
　
こ
の
他
に
も
、い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
議
会
活
動
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
は
、読
み
や
す
く
分
か
り
や
す
い

内
容
で
、誰
も
が
理
解
で
き
る
議
会
だ

よ
り
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
皆
さ
ま
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
参
考

と
し
、今
後
の
紙
面
づ
く
り
に
役
立
て
、

皆
さ
ま
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
議
会

だ
よ
り
を
作
成
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
 

改
 善
 し
た
方
が
 

よ
い
と
こ
ろ
 

議会だよりの目的は？ !?

一般質問をすべて掲載しない理由は？ !? 議会だよりの値段は？ !?

アンケートや町民の方から、 
何点か質問がありました。 
ここで、少しお答えいたします。 

!?　　ちょっと　質問
　　ちょっと　質問

今現在、福智町の政策はどうなっている

のか、どのような問題が起こっているのか

など、議会で話し合ったことが町民の皆さ

まに分かりやすく伝わるように、広報紙と

は違った視点で作成しています。 

本当は、質問すべてを掲載したいのですが、

膨大なページ数となるため、議員ひとりに

１ページと決め、一番伝えたい部分を要約

して掲載しています。また、ホームページ

でも掲載しているため、どなたが読まれても分かるように、

言葉遣いは標準語に直しています。 

ページ数により若干金額が変わりますが、

平成22年度の一部単価は、約30円（16

ページの場合）となっています。この金額は、

編集や印刷代のほかに、とじ穴をあける

代金も含まれています。とじ穴は、町民の方から穴をあけ

てほしいと要望があり、4号発行分から実施しています。 
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平
成
２２
年
3
月
１９
日
に
第
一
回
臨
時
会
、4
月
１６
日
に
第
二
回
臨

時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

    選
挙
第
1
号
　
福
智
町
議
会
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て
 

　
属
公
弘
議
員
が
、議
長
に
当
選
し
ま
し
た
。
 

 決
定
第
1
号
　
議
席
の
指
定
に
つ
い
て
 

　
10
番
に
原
田
幸
美
議
員
、
17
番
に
木
村
幸
治
議
員
を
指
定
し
、
17

番
か
ら
20
番
に
属
議
長
を
変
更
し
ま
し
た
。
 

 決
定
第
2
号
　
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
 

　
※
表
１
の
と
お
り
選
任
し
ま
し
た
。
 

 選
挙
第
2
号
　
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員
の

選
挙
に
つ
い
て
 

　
浦
田
町
長
を
選
出
し
ま
し
た
。
 

 選
挙
第
3
号
　
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
議
会
議
員
の
選
挙
に

つ
い
て
 

　
杉
本
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。
 

 議
案
第
２４
号
　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
福
智

町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
6
号
））・・・・・・・・・・・・・・・・
原
案
承
認
 

　
一
時
借
入
金
の
借
入
最
高（
限
度
）額
が
不
足
す
る
た
め
、緊
急
に

補
正
が
必
要
と
な
り
先
決
処
分
し
た
も
の
を
、議
会
で
承
認
し
ま

し
た
。
 

 議
案
第
２５
号
　
福
智
町
学
校
給
食
施
設
等
の
設
置
及
び
管
理
運
営

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
・・・・・
原
案
可
決
 

　
赤
池
・
方
城
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
統
合
に
よ
る
、福
智
町
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
新
築
に
伴
い
、条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。
 

 議
案
第
２６
号
　
訴
訟
事
件
の
和
解
に
つ
い
て
・・・・・・・・・
原
案
可
決
 

　
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
利
用
者
負
担
免
除
申
請
棄
却
処

分
取
消
等
請
求
訴
訟
に
つ
い
て
、訴
訟
原
告
団
・
弁
護
団
と
国（
厚
生

労
働
省
）が
和
解
し
た
こ
と
に
伴
い
、本
町
も
和
解
す
る
た
め
、議
会
の

議
決
を
行
い
ま
し
た
。
 

 議
案
第
２７
号
　
平
成
21
年
度
福
智
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
7

号
）に
つ
い
て
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
原
案
可
決
 

　
予
算
の
総
額
に
3
億
7
9
3
8
万
１
千
円
を
追
加
し
、予
算
の
総

額
が
1
7
2
億
4
1
4
2
万
4
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
 

 決
定
第
3
号
　
福
智
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会
委
員
の
変
更
に
つ

い
て
 

　
※
表
2
の
と
お
り
変
更
し
ま
し
た
。
 

    議
案
第
２８
号
　
福
智
町
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
 

　
渡
辺
文
彦
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

 議
案
第
２９
号
　
福
智
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
 

　
田
中
義
人
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

 議
案
第
３０
号
　
福
智
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
 

　
桑
野
隆
泰
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

 選
挙
第
4
号
　
福
智
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充
員
の
選

挙
に
つ
い
て
 

　
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
と
し
て
、菊
谷
春
夫
氏
・
林
勝
馬
氏
・
中

村
龍
二
氏
・
永
末
み
づ
枝
氏
が
選
任
さ
れ
、補
充
員
と
し
て
柴
田
和

子
氏
・
松
村
幸
夫
氏
・
千
手
律
子
氏
・
若
林
平
作
氏
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
 

臨
時
会
報
告 
臨
時
会
報
告 

第
一
回
臨
時
会
議
決
結
果
 

第
二
回
臨
時
会
議
決
結
果
 

※表2　広報特別委員会委員名簿 

※表1　常任委員会委員名簿 

委　　員 

植田 年昭　　闍津 鶴己　　浦田 光由　　属 　公弘 

安永 榮一　　吉田 　剛　　原田 　正　　原田 幸美 

 

小松 春義　　皆川 高司　　渡邉 文敏　　片岡 文雄 
木村 幸治 

委員会名 

 

委員長 副委員長 

総務文教 

厚　　生 

産業建設 

池永 利治 

堀江 政洋 

大島 勇夫 

沼口 富生 

委　　員 

堀江 政洋　 　杉本 數男  　大島 勇夫　　原田 幸美 

委員会名 

 

委員長 副委員長 

広報特別委員会 沼口 富生 闍津 鶴己 

杉本 數男 

日比生 洋一 



　
こ
の
た
び
皆
様
方
の
ご
支
持
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、議
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。 

　
任
期
は
約
１
年
で
あ
り
ま
す
が
、議
会
を
代
表
し
て
、そ
の
一
端
を

に
な
う
責
任
の
重
大
さ
は
、い
ま
さ
ら
な
が
ら
申
し
上
げ
る
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。 

　
就
任
い
た
し
ま
し
た
か
ら
に
は
、新
た
な
意
欲
と
抱
負
の
も
と
に
、

福
智
町
が
抱
え
る
多
く
の
課
題
を
執
行
部
と
と
も
に
、一
つ
ず
つ
解
決

で
き
る
よ
う
精
一
杯
努
力
い
た
す
所
存
で
す
。 

　
な
お
、
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、な
に
ご
と
も
開
か
れ
た
情
報
公

開
、そ
う
し
た
議
会
運
営
を
目
指
し
、皆
様
方
の
付
託
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
議
員
一
同
、日
々
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、今

後
と
も
、な
お
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
、就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

議
長
就
任
の 

　 
ご
あ
い
さ
つ 

属 
　
公
弘 

福
智
町
議
会 

議
長 

木村　幸治　議員〔市場〕 原田　幸美　議員〔弁城〕 

議 

員 

紹 

介 

　
福
智
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
が
3
月
１４

日
に
投
開
票
さ
れ
、原
田
幸
美
氏
・
木
村
幸

治
氏
が
当
選
し
ま
し
た
。
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